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市
長
は
、
均
衡
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
常
に
発
言
さ
れ

て
い
る
。
４
年
た
つ
が
、
中

学
校
の
完
全
給
食
は
実
施
さ

れ
て
い
な
い
。（
美
山
中
学
校

は
完
全
給
食
・
八
木
中
学
校

は
ミ
ル
ク
給
食
の
み
）
早
急

に
完
全
給
食
の
実
施
を
。
ア

ン
ケ
ー
ト
で
７
割
の
人
が
給

食
の
実
施
を
要
望
し
て
い
る
。

各
給
食
共
同
調
理
場
で
は
中

学
校
給
食
が
で
き
る
余
裕
は

あ
る
。
教
育
長
は
時
間
の
問

題
も
指
摘
さ
れ
る
が
「
市
民

と
共
に
築
く
」
市
政
運
営
で
、

地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
給
食
の
実
施
を
望
む

問

が
。

　
　
　

教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
教
育
や
設
備
問
題
な
ど

検
討
課
題
で
あ
る
と
答
弁
し

て
い
る
。　

　

地
産
地
消
、
お
い
し
い
お

米
や
野
菜
が
生
産
さ
れ
て
お

り
、
子
育
て
と
食
育
の
観
点

か
ら
、
放
置
で
き
な
い
。
市

長
部
局
で
も
、
子
育
て
支
援

と
言
う
こ
と
で
、
具
体
的
な

方
策
に
つ
い
て
、
取
り
組
ん

で
い
る
。

交
通
弱
者
の
足
の
確
保
を

　
　

バ
ス
交
通
整
備
や
ア
ン

ケ
ー
ト
や
意
見
を
聞
き
、
交

通
弱
者
対
応
が
急
務
で
あ
る
。

市
長

問

現
状
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
は
い

ろ
い
ろ
な
規
制
が
あ
る
。
認

定
を
受
け
た
デ
マ
ン
ド
式
タ

ク
シ
ー
化
を
行
う
方
法
や
商

工
会
・
企
業
・
個
人
病
院
な

ど
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
人
数

を
ま
と
め
て
の
割
引
対
応
方

法
な
ど
検
討
の
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
運

行
で
も
、
免
許
や
許
容
範
囲

な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
皆
さ

ん
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
高
齢

者
の
ご
意
見
を
十
分
に
聞
き
、

よ
り
良
き
公
共
交
通
の
構
築

を
図
っ
て
い
く
。

市
長

総
合
支
所
機
能
の
向
上
は

　
　

①
八
木
駅
舎
と
周
辺
整

備
が
急
務
で
あ
る
。
駅
舎
工

事
を
開
始
す
る
こ
と
が
起
爆

剤
と
な
り
周
辺
整
備
も
動
き

出
す
。
②
各
町
の
特
色
を
さ

ら
に
推
進
し
、
市
の
ア
ピ
ー

ル
を
。
③
参
与
が
退
任
後
の

支
所
の
対
応
と
サ
ー
ビ
ス
は
。

　
　
　

調
査
業
務
の
結
果
を

も
と
に
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

の
検
討
を
行
う
。
総
合
振
興

計
画
の
中
で
も
重
要
課
題
と

位
置
付
け
て
あ
り
事
業
の
推

進
を
図
る
。

問市
長

　
　

こ
の
４
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
を
検
証
す
る
中
で
、
市
街
地

の
活
性
化
、
地
域
特
性
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
市
民
生
活
向
上
に
向

け
て
具
体
的
な
構
想
の
実
現
が

今
後
も
必
要
で
あ
る
。
投
資

効
果
の
検
証
な
ど
、
今
後
、
ど

の
よ
う
な
特
徴
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
く
考
え
な
の
か
伺

う
。

　
　
　

新
市
建
設
計
画
、
総

合
振
興
計
画
を
指
針
と
し
て
、

継
続
事
業
の
早
急
な
完
了
に
向

け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
努

力
し
、
高
度
情
報
網
の
整
備
、

Ｊ
Ｒ
複
線
化
、
土
地
区
画
整

問市
長

理
事
業
、
企
業
誘
致
、
農
山

村
の
都
市
交
流
、
ま
た
地
域
経

済
活
性
化
対
策
事
業
な
ど
取

り
組
ん
で
き
た
。
ハ
ー
ド
面
の

事
業
と
合
わ
せ
、
ソ
フ
ト
面
で

の
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
具

現
化
を
図
り
、
投
資
効
果
が

表
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

ま
ち
の
産
業
振
興
に
つ
い
て

　
　

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
商
工
業
や
市
民
生
活

の
現
状
を
ど
う
と
ら
え
、
市
と

し
て
ど
う
い
う
対
策
を
講
じ
て

き
た
の
か
。
ま
た
、
少
し
で
も

市
民
生
活
を
向
上
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
に
、
今
後
、
取
り
組
ん
で

問

い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　

厳
し
い
社
会
経
済
状
況

の
中
で
、
国
の
経
済
対
策
と
し

て
の
臨
時
交
付
金
や
、
事
業
の

前
倒
し
、
緊
急
雇
用
対
策
な

ど
、
国
、
府
の
経
済
対
策
を
積

極
的
に
活
用
し
、
市
の
経
済
振

興
に
努
力
し
て
き
た
。
今
後
も

本
市
の
様
々
な
魅
力
を
活
か

し
、
地
域
活
性
化
、
地
域
経
済

の
振
興
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
意
識
調
査
に
つ
い
て

　
　

市
民
意
識
調
査
が
実
施

さ
れ
「
住
み
よ
い
ま
ち
か
」「
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
満
足
さ
れ
て
い
る

の
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

市
長

問

果
を
、
ど
う
分
析
さ
れ
、
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

満
足
し
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
原

因
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
、
住
み

よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
具
体

的
に
ど
う
市
政
を
推
進
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

　
　
　

公
共
交
通
対
策
な
ど
の

指
摘
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
も
情
報
公
開
と
あ
わ
せ
、
市

政
懇
談
会
な
ど
、
市
民
の
声
を

十
分
に
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
進
め
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

市
長

まちづくりと
活性化について

ソフト、ハード両面で地域活性化を図る
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市長 市長

で
あ
る
の
で
、
地
域
で
責
任

を
持
て
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

今
後
の
運
営
、
事

業
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
地

元
と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め

た
い
。

教
育
長

　
　

南
丹
・
京
丹
波
地
区
土

地
開
発
公
社
の
金
融
機
関
か

ら
の
借
入
総
額
は
、
利
息
を

含
め
て
、
37
億
円
を
こ
え
て

い
る
。

　

市
民
一
人
当
た
り
の
債
務

額
は
、
園
部
町
が
8
万
5
千

円
と
一
番
多
く
、
美
山
町
は

2
万
円
で
あ
る
。
美
山
町
単

独
で
あ
れ
ば
2
万
円
で
済
ん

だ
も
の
が
、
新
市
の
債
務
を

解
消
す
る
た
め
に
、
美
山
町

住
民
は
5
倍
の
負
担
を
強
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

公
社
問
題
は
、
住
民
に
は

何
ら
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く

「
不
良
債
権
の
隠
れ
蓑
」
と

問

な
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
放

置
す
れ
ば
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
事
態
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
。

　

現
下
の
経
済
情
勢
で
は
多

額
の
「
逆
ざ
や
」
が
で
る
。

土
地
開
発
基
金
と
土
地
の
処

分
費
を
充
て
る
だ
け
で
は
解

決
し
な
い
。
一
般
財
源
の
投

入
も
視
野
に
入
れ
た
債
務
解

消
の
た
め
の
「
中
長
期
計
画
」

を
作
成
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
、

そ
し
て
長
引
く
景
気
低
迷
の

中
で
、
予
定
事
業
が
進
ま
ず
、

公
社
保
有
と
な
っ
て
い
る
土

地
が
大
半
で
あ
る
。

市
長

　

債
務
解
消
に
向
け
、
中
長

期
的
計
画
は
必
要
と
考
え
て

い
る
が
、
国
と
地
方
と
の
財

源
問
題
な
ど
、
不
安
定
要
素

が
多
い
。
こ
の
こ
と
を
見
定

め
な
が
ら
検
討
す
る
。

山
村
留
学
事
業
の

基
本
方
向
は

　
　

美
山
町
の
山
村
留
学
事

業
は
、
過
疎
と
少
子
化
に
悩

む
地
域
の
人
た
ち
の
願
い
を

受
け
て
12
年
前
に
発
足
し
た
。

　

運
営
委
員
会
助
成
金
の
減

額
、
指
導
員
・
寮
母
の
待
遇

は
改
善
さ
れ
な
い
な
ど
、
教

育
委
員
会
の
対
応
は
鈍
い
。

美
山
町
だ
け
の
特
異
な
事
業

問

　
　

子
ど
も
達
の
健
全
育
成

と
活
動
支
援
の
も
と
、
現
在
、

小
学
生
の
65
％
以
上
が
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

青
少
年
健
全
育
成
の
一
環

と
と
も
に
、
保
護
者
の
活
動

も
活
発
で
相
互
の
相
談
や
連

携
な
ど
交
流
が
さ
か
ん
で
あ

る
。
P
T
A
活
動
、
幼
稚
園

や
保
育
所
の
母
集
団
の
活
動

に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
を
生

み
育
て
、
第
二
、
第
三
子
を

作
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
生

ま
れ
て
い
る
。

　

行
政
も
重
点
施
策
と
位
置

づ
け
た
子
育
て
支
援
の
一
環

問

と
し
て
、
こ
の
活
動
を
も
っ

と
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

　
　
　

活
動
は
交
流
を
深
め

て
い
た
だ
く
中
で
地
域
力
が

増
し
元
気
な
子
育
て
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
認
識
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

活
動
が
推
進
で
き
る
よ
う
積

極
的
な
連
携
を
と
っ
て
い
く

こ
と
を
約
束
す
る
。

園
部
駅
前
と
停
車
場
線
の
早

期
整
備
着
工
を

　
　

来
春
、
J
R
の
複
線
電

化
に
よ
り
今
以
上
に
車
の
量

や
人
の
往
来
も
増
え
る
と
予

想
さ
れ
る
。
府
道
停
車
場
線

市
長

問

は
、
向
河
原
区
の
子
ど
も
達

60
名
が
園
部
第
二
小
学
校
へ

通
う
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
。

地
元
対
策
委
員
会
の
要
求
を

受
け
、
安
心
・
安
全
に
向
け

た
早
期
整
備
と
、
市
の
玄
関

口
で
あ
る
東
口
整
備
の
具
体

的
計
画
を
示
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

安
全
確
保
と
路
線
改

修
の
重
要
性
は
十
分
認
識
し

て
い
る
。
ま
た
、
府
も
企
画

調
査
を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。

　

今
後
も
地
元
の
皆
さ
ま
と

連
携
を
強
め
、
京
都
府
に
対

し
て
強
い
要
望
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長


